
茶道体験ワークショップ みよし２００９

夏休み探検隊
へようこそ!!

　夏休みを豊かに過ごしてほしいと願い、様々な体験活動を通して地域の方々との交流や、

子どもたち同士のつながりを図るために、今年も恒例の『2009夏休み探検隊』を実施い

たします。たくさんの皆さんの参加をお待ちしています。

問い合わせ　生涯学習課ボランティア活動支援センター（内線515）

■申 込 み　７月７日 　午前９時から電話にて受付。定員に達した場合は締め切り。

■対　　象　町内在住の小・中学生

※ 参加者に「探検手帳」お配りします。探検 ～ の１つ以上に参加し、さらにスタンプラ

リーの全ての施設のスタンプを押して、役場５階生涯学習課まで探検手帳をお持ちくださ

い。記念品と賞状がもらえます。（学校を通して９月上旬にお渡しいたします）

　

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９
」

は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
、
学

ぶ
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
、
学
ぶ
き

っ
か
け
づ
く
り
を
提
供
す
る
全
国
規
模

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【 

期
間
】

10
月
30
日

〜
11
月
３
日

【 

会
場
】
主
会
場
／
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
・
け
や
き
広
場

市
町
村
会
場
／
県
内
全
市
町
村
に
会

場
を
設
け
て
開
催
し
ま
す
。

【
入
場
】
無
料

【 

事
業
内
容
】
主
会
場
で
は
、
企
業
の

最
先
端
技
術
や
市
町
村
・
市
民
団
体

の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
体
験
で
き

る
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
の
お

楽
し
み
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

遊びに

きてね！

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

   夏休み映画会
 「アニメだよ、
　  全員集合！」

バスツアー

「ジュボラとあそぼう

　 ～森林公園編～」

～ネイチャーハントと
竹細工、水遊びと盛り

だ

くさん！ジュボラと1
日遊びましょう～

淑徳大学へ
みんなで遊びに行こう！
～大学生のお兄さんお姉さんに宿題をみてもらっ
　た後は、学校内を探検！ゲームもあるよ！～

3

1

2

4

日時　８月４日

　午前10時～午後３時

 （正午～午後１時は休
憩）

場所　中央公民館ホール

内  容「忍たま乱太郎パー
ト２」  

「釣りキチ三平」「ちび
まる子

　ちゃんパート２」ほ
か

※申し込みは必要あり
ません。

日時　8月19日  午前10時～11時30分場所　藤久保公民館　和室
定員　30名（保護者含む・先着順）参加費　1人500円（お菓子・お茶代ほか）※指導は『茶道みつる会』のみなさん

日時　８月11日 　午前８時30分～
午後４時

場所　国営武蔵丘
陵森林公園

　　（集合：三芳
町役場）

内 容　ネイチャー
ハントゲーム、竹

細工、

水遊びほか

定 員　40名（保護
者含む・先着順）

※未就

学のお子さんの参
加はご遠慮くださ

い。

参 加費　高校生以
上1,400円、小・

中学生

700円（バス代・
入園料・保険代）

日時　８月22日 　午後１時～３時　

集 合・解散場所　淑徳大学みずほ台キャン

パス正門（藤久保1150番地1）

　※車での来校はご遠慮ください。

定員　30人（保護者含む・先着順）

参加費　100円（保険代）

みよしまちスタンプラリー
～夏休み期間中、町の各施設に楽しい『探検隊
スタンプ』を用意します。施設に足を運び、た
くさんスタンプを押してください～
■期間　７月18日 ～８月31日
　※夏休み期間中、施設休館日を除く。
■スタンプ設置場所
　・ 中央公民館

　・藤久保公民館

　・竹間沢公民館

　・旧島田家住宅

　・歴史民俗資料館 スタンプ



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

　

埼
玉
県
内
を
鉄
道
が
は
じ
め
て
通
っ
た

の
は
明
治
一
六
年
で
あ
っ
た
。
上
野

－

大

宮
間
を
東
北
線
が
開
通
。
明
治
一
七
年
に

は
高
崎
線
が
上
野

－

熊
谷
間
、
そ
の
翌
年

に
は
高
崎
ま
で
開
通
。
明
治
二
四
年
に
は

東
北
線
は
青
森
ま
で
開
通
。
明
治
二
二
年

に
は
中
央
線
の
前
身
で
あ
る
甲
武
鉄
道
が

新
宿

－

立
川
間
に
開
通
。
さ
ら
に
、
明
治

二
七
年
に
川
越
か
ら
中
央
線
の
国
分
寺
ま

で
川
越
鉄
道
（
西
武
線
前
身
）
が
、
明
治

三
九
年
に
川
越

－

大
宮
間
を
川
越
電
気
鉄

道
が
開
通
す
る
。

　

三
芳
村
が
誕
生
す
る
前
後
か
ら
、
鉄

道
と
い
う
新
運
輸
方
法
が
埼
玉
に
も
近

代
化
の
波
を
広
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
が
現
在
、
最
も
利
用
す
る
東
上
線

の
敷
設
は
、
他
に
比
べ
て
遅
い
。
よ
う
や

く
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
東
京
の

「
東
」
と
上
州
の
「
上
」
を
冠
し
た
東
上

鉄
道
の
計
画
が
持
ち
上
が
る
。
巣
鴨
（
東

京
）
か
ら
渋
川
（
上
州
・
群
馬
県
）
ま
で

の
鉄
道
敷
設
計
画
で
、
上
州
の
絹
の
輸
送
、

川
越
地
方
の
舟
運
に
変
わ
る
運
輸
路
線
と

し
て
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
、
川
越
地
方

に
は
新
河
岸
川
舟
運
が
発
達
し
て
い
た
し
、

群
馬
県
や
埼
玉
県
北
部
の
絹
は
、
す
で
に

開
通
し
て
い
る
高
崎
線
が
利
用
で
き
た
た

め
、
計
画
に
は
沿
線
の
積
極
的
な
賛
同
や

出
資
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
舟
運
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
す
事
件
、
い
や
天
変
地
異
が
起

こ
っ
た
。
明
治
四
三
年
八
月
初
旬
に
埼
玉

を
襲
っ
た
水
害
（
「
明
治
四
三
年
埼
玉
水

害
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
明
治
最
大
の
水

害
と
呼
ば
れ
未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
。

死
者
二
四
九
人
、
負
傷
者
一
八
七
人
、
行

方
不
明
者
九
八
人
、
橋
梁
流
失
九
〇
二
箇

所
、
家
屋
、
道
路
の
被
害
は
数
知
れ
ず
と

い
う
。
総
被
害
額
は
二
〇
四
二
万
円
と
い

う
か
ら
、
当
時
の
県
予
算
を
は
る
か
に
上

回
る
被
害
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
害
は
、
新

河
岸
川
舟
運
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。

さ
ら
に
、
舟
運
の
た
め
水
量
を
確
保
す
る

た
め
、
あ
え
て
蛇
行
さ
せ
川
水
を
満
た
し

て
い
た
新
河
岸
川
が
、
増
水
を
助
け
、
洪

水
被
害
を
増
大
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
水
害
を
経
験
し
た
新
河
岸
川
の
回

船
問
屋
た
ち
の
中
か
ら
、
舟
運
か
ら
鉄
道

へ
運
輸
を
切
り
替
え
て
い
こ
う
と
い
う
気

運
が
高
ま
っ
て
い
く
。
翌
、
明
治
四
四
年

十
一
月
に
、
東
上
鉄
道
創
立
総
会
が
開
か

れ
、
根
津
嘉
一
郎
が
初
代
社
長
に
就
任
、

資
本
金
四
五
〇
万
円
で
東
上
鉄
道
の
い
よ

い
よ
敷
設
が
始
ま
る
が
、
新
河
岸
川
舟
運

の
回
送
問
屋
の
出
資
や
積
極
的
な
敷
設
用

地
の
協
力
が
目
立
つ
。
彼
ら
は
予
定
さ
れ

る
駅
付
近
に
運
送
会
社
を
設
置
、
新
た
な

運
送
に
力
を
注
い
で
い
く
。
ち
な
み
に
志

木
駅
は
井
下
田
河
岸
の
回
送
問
屋
（
井
下

田
家
）
が
、
福
岡
駅
に
は
福
岡
河
岸
の
回

送
問
屋
福
田
屋
（
星
野
家
）
、
新
河
岸
駅

に
は
船
問
屋
伊
勢
安
（
斉
藤
家
）
な
ど
が
、

駅
の
誘
致
と
鉄
道
運
送
会
社
を
創
業
し
て

い
く
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
池
袋

－

田

面
沢
（
川
越
の
入
間
川
右
岸
、
旧
田
面
沢

村
）
間
が
開
通
、
舟
運
は
終
焉
を
迎
え
る
。

　4月より運動と健康についてお話をして
きましたが、今月が最後となります。
最後は「運動と休養」の関係についてです。

《運動と休養》

　トレーニングのみでなく、全ての運動に関

して共通のことですが、運動をすると筋肉は

傷つきます。筋肉痛などがその代表的なもの

ですね。

　傷ついた筋肉は、元に戻るときに強くな

ります。骨折などと同じ原理で一度傷ついた

部分は元に戻った時、以前よりも強くなりま

す。

　しかし、その際に無理に運動をしてしまう

と元に戻ることができず、更に筋肉が傷つい

てしまいます。こうなると疲れもなかなか抜

けず、気持ちも途切れがちになってしまいま

す。

　筋肉痛があるときや、疲れが溜まってい

るときは、ゆっくり歩いたり、ストレッチを

したり簡単な運動が効果的だと言われていま

す。そうすると疲れの取れ方や、筋肉の回復

が早くなると言われています。

　少人数制レッスン（定員15名）で一人ひとりに、よ

り細やかな指導が可能となりました。

料金：￥4000／8回　予約方法：電話または直接来館

予約開始日：７月７日 、午前10：00～

レッスン名　 日程　 時間　 担当者　 会場

 親子ビクス 8／18.25、9／1.15.29、10／6.20.27

　 10：30～11：30 戸井 武道場

　※親子ビクス対象年齢１～3歳

 癒しのヨガ 8／18.25、9／1.15.29、10／6.20.27　

　 11：30～12：30 大塚 多目的室

 太極拳（48式） 8／18、9／1.15.29、10／6.20.27、11／3

14：15～15：15 北 武道場

 らくらく健康体操 8／6.20.27、9／3.10.17、10／1.8

　 11：15～12：15 溝越 武道場

《少人数制レッスン》

　このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、様々

な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　スポーツ振興課（総合体育館内） 258-0311

　

今
、
小
・
中
学
校
は
多
く
の
保
護
者
や
地

域
の
方
々
か
ら
、
学
習
活
動
・
安
全
確
保
・

環
境
整
備
等
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

教
育
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
三
芳
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と

し
て
約
300
名
の
方
が
登
録
し
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
達
の
登
下
校
の
安
全
確
保
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
日
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
見
守
ら
れ
る
中
で
、

児
童
生
徒
た
ち
は
安
心
し
て
、
元
気
に
登
下

校
を
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
応
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
町
の
保
健
師

さ
ん
や
３
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
お
母
さ

ん
方
の
協
力
に
よ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い

体
験
」
で
は
、
体
験
を
通
し
て
家
族
の
愛
情

を
感
じ
た
り
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

竹
間
沢
の
車
人
形
や
お
囃
子
な
ど
郷
土
芸
能

に
関
す
る
伝
承
の
支
援
で
は
、
学
校
だ
け
で

は
学
ぶ
こ
と
の
出
来
な
い
、
貴
重
な
体
験
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
体
験
や
福

祉
体
験
で
も
町
内
の
多
く
の
事
業
所
等
の
協

力
を
得
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
外
国
か
ら
日
本
に
移
り
住
み
、
三

芳
の
小
・
中
学
校
に
編
入
し
た
児
童
生
徒
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
中
に
は
日
本
語
が
十

分
で
な
い
た
め
に
、
学
校
の
授
業
に
適
応
す

る
こ
と
が
難
し
い
児
童
生
徒
が
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
学
校
へ
出
向
き
、
取
り
出
し
授

業
を
行
う
な
ど
し
て
、
個
別
に
日
本
語
支
援

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
夜
間
公
民

館
等
を
使
っ
て
日
本
語
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ら
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
日
本
語
力
を
身
に
つ

け
、
子
ど
も
達
は
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
協
力
し
て
、
学
校
で
の
教
育
活
動
を
支

援
す
る
活
動
組
織
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
各
小
中
学
校
に
お
い
て
「
学
校
応
援

団
」
と
い
う
名
称
で
、
組
織
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
、
次
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
の
育
成
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

教育トピックス

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
応
援▲日本語指導の様子

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
裁
判
員
制
度
」
の
本　

ー
別
置
紹
介
中
ー

【 

一
般
書
】
『
Ｑ
＆
Ａ
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
裁
判
員
制
度
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
ー
企
業
の
対
応
か
ら
個
人
の
心
構
え
ま
で
ー
』

小
原
健
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社　

二
〇
〇
九
年
四
月

発
行　

請
求
記
号　

３
２
７
オ
ハ

  

辞
退
し
た
い
場
合
は
？
も
し
、
な
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
調
査
票
が
届
い
て
か

ら
裁
判
終
了
ま
で
の
流
れ
を
「
被
告
や
関
係

者
か
ら
恨
ま
れ
る
可
能
性
は
な
い
か
」
等
の

質
問
に
も
答
え
な
が
ら
説
明
・
解
説
す
る
。

小
杉
健
治
著

双
葉
社　

二
〇
〇
九
年
五
月
発
行

請
求
記
号　

９
１
３
コ
ス
ギ

　

認
知
症
老
女
の
絞
殺
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た

の
は
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
。
自
白
も
あ
り
単
純

な
事
件
と
し
て
裁
判
が
始
ま
る
が
…
。
裁
判

員
制
度
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
た
ち
の
思
い
や

生
活
背
景
も
描
く
法
廷
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
。

【 

一
般
書
】
『
裁
判
員
制
度
と
企
業
対
応
ー
万
全
で
す
か
？
あ
な
た
の
会

社
の
社
内
整
備
ー
』

裁
判
員
制
度
と
企
業
対
応
研
究
会
編

第
一
法
規　

二
〇
〇
九
年
一
月
発
行

請
求
記
号　

３
２
７
サ
イ

　

社
員
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
有
給
？

無
給
？
夜
間
勤
務
の
社
員
は
？
就
業
規
則

の
改
正
は
？
他
の
法
制
度
と
の
関
係
は
？
同

僚
社
員
に
休
暇
の
理
由
を
公
表
し
て
い
い
の

か
？
な
ど
、
人
事
担
当
者
必
読
の
一
冊
。

【
一
般
書
】
『
家
族
』

【
児
童
書
】
『
イ
ラ
ス
ト
で
学
べ
る
裁
判
員
制
度
第
１
〜
３
巻
』

裁
判
員
制
度
研
究
会
著

汐
文
社　

二
〇
〇
七
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
八

年
三
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
３
２
７
イ

　

裁
判
員
制
度
を
中
心
に
、
日
本
の
司
法
や

裁
判
所
の
様
子
ま
で
子
ど
も
に
分
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
ぜ
ひ
親
子
で
！
第

１
巻
「
裁
判
員
制
度
っ
て
な
あ
に
」
か
ら
第

３
巻
「
も
っ
と
知
ろ
う
裁
判
と
裁
判
所
」
ま
で
。

7月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休休

◆

休休

休

休

休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム

（絵本・紙芝居・手遊び等）
　第1・3金曜日（保護者同伴）
　 ～  　6ヶ月～1歳
　 ～  　2・3歳～
　第 ・ 火曜日 ～  3～8歳

おはなしサークルかにかにこそこそ
　 ～ （おとな対象）
※昔話などを覚えて語る練習会

〈竹間沢分館〉
竹間沢ぐりぐらタイム

（絵本・紙芝居・手遊び等）第4火曜日
　 ～ 　１～４歳
◆スイミーおはなし会
（絵本・紙芝居・ブックトーク）
　第4木曜日
　 ～ 　4歳～小学生

休

休

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

休

三
芳
村
誕
生

年

東
上
線
開
通


